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研究成果の概要（和文）：音声に含まれる感情成分から心の健康度（元気圧と呼ぶ）を抽出するアルゴリズムを
開発した。ルーマニア語、ロシア語話者で検証した結果、うつ病高リスク群と低リスク群の元気圧の間に有意な
差がみられた。
また、大うつ病の指標となるMajor Depression Voice Index(MDVI)とパーキンソン病の指標となるParkinson’s
 Disease Voice Index (PDVI)を開発した。MDVIとPDVIを用いて，日本人の大うつ病患者とパーキンソン病患
者，および健常者を精度よく識別できるだけでなく、MDVIはうつ病重症度と相関を持つことが明らかになった．

研究成果の概要（英文）：We developed an algorithm to extract the degree of mental health (called 
vitality) from voice. As the results of testing with Romanian and Russian speakers, there was a 
significant difference between the mean vitality of the low risk group and that of high risk group.
We developed the Major Depression Voice Index (MDVI) and the Parkinson's Disease Voice Index (PDVI).
 It was suggested that patients with major depression and Parkinson's disease and healthy 
individuals can be distinguished by using MDVI and PDVI. In addition, MDVI correlated with 
depression severity.

研究分野：音声病態分析学
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研究成果の学術的意義や社会的意義
多くの先進国ではメンタルヘルス不調が問題となっており，治療費や仕事への支障など，失われる経済的なコス
トは計り知れない．我々は音声から抑うつ状態やストレス状態を推定する技術の研究を進めてきたが，日本語以
外の言語でもこの技術の有効性が示された．まだ様々な言語での検証が必要ではあるが，我々の技術の言語非依
存性が実証されれば，世界中でメンタルヘルス状態を手軽にかつ日常的にモニタリングすることが可能となり，
早期にメンタルヘルス不調を発見・ケアできるようになる．その結果メンタルヘルス不全患者を減らすことが可
能となり，その社会的・経済的な効果は計り知れない．



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 
１．研究開始当初の背景 
多くの先進国ではメンタルヘルス不調が問題となっており，治療費や仕事への支障など，失
われる経済的なコストは計り知れない．この問題に対処するため，抑うつ状態やストレスなど
を手軽にチェックできるスクリーニング技術が求められている．現在，使用されているメンタ
ルヘルス不全患者のスクリーニング手法として，例えば General Health Questionnaireなど
の自記式心理テストがある．その他にも唾液や血液などのバイオマーカーを用いたメンタルヘ
ルス状態の評価手法が提案されている．しかしながら，自記式テストは早期発見や診断補助に
有効であるものの，レポーティングバイアス（被験者の選択的な情報隠蔽，暴露）の問題があ
る．また，バイオマーカーによる評価では検査費用や実施者の負担などの問題があり，手軽で
あるとは言い難い． 
一方，我々は音声データを用いた抑うつ状態やストレス状態などの健康状態を推定する研究
を進めている．音声を用いた分析は，非侵襲である上，特殊な専用装置を必要とせず，手軽に
かつ遠隔的に行えるという利点がある．ストレスは感情に影響を及ぼすことが知られており，
我々は音声データから直接ストレス状態を分析するのではなく，音声から抽出された感情成分
の変遷からストレス状態を推定するアルゴリズムを開発し，その尺度を元気度と名付けた．こ
こで用いられている音声感情認識技術 Sensibility Technology）は，多数の人を対象に音声サ
ンプルを集めることにより，個人差のバイアスを解消しており，また発話の言語的内容に依存
しないため，広い範囲での応用が期待できる． 

 
 
２．研究の目的 
（１） 我々はこれまで元気度がメンタルヘルス状態のスクリーニング技術として有用であ
ることを示してきたが，精度検証には日本国内で採取した音声を用いているため，他の言
語圏においても有用であるかどうかについては定かではない．メンタルヘルス不調は日本
国内だけにとどまらない世界的な問題であり，日本語圏以外の他言語においても，我々が
研究を進めている音声から抑うつ状態やストレス状態を推定する技術が有効であること
を実証できれば，その有用性は計り知れない． 
 

（２） 元気度は音声から得られた感情成分に基づいて心の健康度を推定するが，細かい病態
についてまで分析できない．つまり，被験者がうつ病のために元気がないのか，あるいは
パーキンソン病や認知症など別の病気に罹患して元気がないのかが区別できなかった．本
研究では，音声信号を直接分析することにより、より細かく疾患を鑑別できるような尺度
の開発も目指す． 

 
３．研究の方法 
（１） 音声および自記式心理テストデータ収集のためのスマートフォンアプリの開発を行
う．近年，スマートフォンの高機能化・高性能化が進んでおり，そのスマートフォンを実
装対象とすることによって，音声入力から心理テストの実施，データの転送までの首尾一
貫したシステムとして実現することが可能になる．  

（２） 外国，特に多言語国家であるルーマニアでデータ収集を行う．ルーマニアでは，ルー
マニア語の他，英語，ドイツ語，ロシア語，ハンガリー語などが話されている．このため
本研究テーマである「音声によるメンタルヘルス状態スクリーニング技術の言語非依存性
の検証」のためには最適の国である． 

（３） 病院や医師の協力により，大うつ病患者やパーキンソン病患者の音声と医師による診
断結果（重症度など）を収集し，それら疾患患者に固有の音声特徴量を抽出する． 

（４） 元気度をはじめ，（３）で抽出した大うつ病やパーキンソン病の音声指標の評価を行
う。日本語だけでなく（２）で収集した外国語音声も用いて評価する。例えば元気度に関
しては感情成分抽出の際，主に声帯に関する情報を用いている．生体は副交感性の神経で
ある迷走神経の枝である反回神経の支配を受けており，精神的な変化や神経的な異常を反
映する．このような人間の基本原理は変わらないはずであり，人種や言語圏が異なってい
ても本技術は有効であると予想される． 

 
４．研究成果 
（１） 平成 28年 6 月 25 日から 7月 5日にかけてルーマニアを訪問し，ブカレストのキャロ
ルダビラ医科大学，ブラショフのトランシルバニア大学や刑務所，ピテシティ大学などを
訪問し，実験の協力要請，および実験打ち合わせを行った．それと並行し，研究協力者で
ある PST 株式会社の桐田氏，大宮氏，萩原氏の協力を得て，音声，うつ病スクリーニング
のための自記式アンケートである Beck Depression Inventory(BDI)のデータ，および年齢
や性別，既往歴などの基本情報を収集するためのスマートフォンアプリを作成した．その
後，平成 28 年 11 月 15 日から 11 月 29 日にかけ，ルーマニアのピテシティ大学（教員 1
名，学生アシスタント 4名）の協力を得て，データ収集実験を行った．被験者は約 160 名
であり，ルーマニア語とロシア語の音声を収集することができた．データ収集は現地で調
達した 20 台のスマートフォンに上述のアプリをインストールして実施した． 平成 29 年



10 月 11 日から 10 月 15 日にかけてルーマニアを訪問し，ブラショフのトランシルバニア
大学とピテシティ大学を訪問し，実験の協力要請，実験打ち合わせを行った．その後，新
たに平成 30 年 3月トランシルバニア大学で 81名の音声収集，およびうつ度を測定する自
記式アンケートである BDI を実施した．これで平成 28 年度に収集したピテシティ大学で
の約 160 人分のデータを合わせて約 240 名分のデータを取得できた． 

（２） 新たな音声指標の開発に関して，防衛医科大学で取得した 25 名の大うつ病患者の音
声と Hamilton 抑うつ評価尺度(HAMD)を用いた重症度評価のデータ収集を行った。音声は
17 種類の定型句読み上げ音声であった。これらのデータを用いて大うつ病の指標となる
Major Depression Voice Index(MDVI)を開発した。また東京医科大学では 15 名のパーキ
ンソン患者の音声と Movement Disorder Society Unified Parkinson's Disease Rating 
Scale (MDS - UPDRS)を用いた重症度評価のデータ収集を行った。音声は防衛医科大学の
大うつ病患者と同じく 17 種類の定型句読み上げ音声であった。これらのデータを用いて
パーキンソン病の指標となる Parkinson’s Disease Voice Index (PDVI)を開発した．今
後大規模な検証は必要ではあるが，MDVI と PDVI を用いて，日本人の大うつ病患者とパー
キンソン病患者，および健常者を精度よく識別できることが明らかになった．これらの成
果はいくつかの国際会議で発表済みである． 

（３） ルーマニアのピテシティ大学で取得した160名から収集した310個のデータセットに
関して，PST 株式会社で開発済みの Mind Monitoring System (MIMOSYS)の音声指標である
元気圧と申請者が発明した音声指標であるピッチ検出率（特許出願済み）を用いて解析を
行った．その結果，MIMOSYS による分析では，うつ病の高リスク群と低リスク群の元気圧
平均値に有意な差がみられた．また高い精度で健常者から自殺願望の高い被験者を識別で
きる可能性が示唆された．一方ピッチ検出率を用いた分析では，MIMOSYS の元気圧よりも
高い精度で自殺願望の高い被験者を識別できることが明らかになった． 

（４） 開発した大うつ病の指標となる Major Depression Voice Index(MDVI)とパーキンソン
病の指標となる Parkinson’s Disease Voice Index (PDVI)に関して，高い解像度の音声
データ対応できるようにプログラムの改良を行った．高解像度音声を使用して分析を行っ
たところ，MDVI に関しては，より高い精度でうつ病重症度の識別が可能となること明らか
になった．収集した音声は 17 種類の定型句読み上げであるが、ほとんどの定型句で似た
傾向がみられた。つまり MDVI の有効性は、発話内容に依存しない可能性が示唆された。 

（５） PDVI に関しては，長母音音声，定型句読み上げ音声を用いて分析を行ったが，いずれ
においても高い精度で健常者とパーキンソン病患者を識別できる可能性が示唆された．更
に，定型句読み上げ音声に関しては，発声障害に関するアンケート指標の得点，すなわち
自覚症状と PDVI の間に有意な相関がみられた． 
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